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先
づ
最
初
に
、
「
孔
雀
船
」
の
詩
人
伊
良
子
清
白
氏
の
自
傳
を
再
録
し
て

置
か
う
と
思
ふ
。

　
「
名
は
暉
造
、
明
治
拾
年
拾
月
四
日
鳥
取
縣
八
上
や
か
み
郡
曳
田
ひ
け
た
村
に
生
る
。
幼

　
時
父
母
に
伴
は
れ
て
三
重
縣
に
轉
住
。
其
の
地
の
小
學
校
を
經
て
津
中
學

　
校
を
卒
業
し
た
。
中
學
在
學
中
同
志
數
名
と
共
に
和
美
會
雜
誌
經
文
學
等

　
發
行
。
詩
は
十
六
七
歳
か
ら
習
作
を
試
み
た
。
次
で
京
都
府
立
醫
學
校

　
（
今
の
府
立
醫
科
大
學
）
に
入
學
三
十
二
年
卒
業
、
後
東
京
に
出
て
傳
染

　
病
研
究
所
東
京
外
國
語
學
校
獨
逸
語
學
科
に
學
ん
だ
。
醫
學
校
在
學
中
か

　
ら
『
文
庫
』
『
青
年
文
』
に
寄
稿
し
、
出
京
後
は
『
明
星
』
初
期
の
編
輯

　
に
參
與
、
ま
た
そ
の
頃
大
阪
で
發
行
せ
し
『
よ
し
あ
し
草
』
（
後
に
『
關
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西
文
學
』
）
に
も
執
筆
し
た
。
常
に
『
文
庫
』
の
同
人
と
し
て
河
井
醉
茗
、

　
横
瀬
夜
雨
、
其
他
の
多
く
の
同
志
と
共
に
詩
作
に
努
力
し
た
。
三
十
九
年

　
五
月
詩
集
『
孔
雀
船
』
を
出
版
、
所
收
詩
篇
僅
か
に
拾
八
篇
で
あ
つ
た
。

　
出
版
と
同
時
に
東
京
を
去
り
、
島
根
大
分
を
經
て
臺
灣
に
在
る
こ
と
十
年
、

　
大
正
七
年
京
都
ま
で
歸
住
、
其
の
間
み
な
官
營
病
院
の
醫
師
と
し
て
多
忙

　
に
生
活
し
た
。
十
一
年
現
住
志
摩
鳥
羽
に
移
り
、
は
じ
め
て
開
業
、
漸
く

　
時
間
を
惠
ま
れ
た
、
か
く
て
前
後
二
十
三
年
全
く
詩
を
遠
ざ
か
つ
た
が
、

　
昭
和
三
年
出
京
と
共
に
舊
友
と
の
再
會
を
機
と
し
再
び
詩
に
復
活
す
る
に

　
至
つ
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
○
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夥
し
い
作
品
の
う
ち
か
ら
僅
か
に
十
八
篇
の
詩
を
鈔
し
た
詩
集
「
孔
雀
船
」

の
初
版
が
、
長
原
止
水
畫
伯
の
裝
幀
に
よ
つ
て
、
東
京
銀
座
三
丁
目
の
左
久

良
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
九
年
の
五
月
で
あ
つ
た
。

　
「
新
詩
壇
、
新
作
家
の
尤
な
る
清
白
君
の
處
女
作
詩
集
は
是
な
り
、
句
々

　
寶
石
の
如
く
、
節
々
彩
翎
の
如
く
、
長
篇
は
白
玉
城
廓
の
如
く
、
短
篇
は

　
爛
星
の
如
し
、
明
治
年
間
の
自
然
詩
集
を
知
ら
む
と
欲
せ
ば
、
希
く
は
本

　
書
に
就
い
て
、
そ
の
清
且
つ
高
な
る
絶
調
に
聽
か
れ
ん
こ
と
を
（
書
房
主

　
人
白
）
」

　
程
な
く
、
か
う
し
た
廣
告
文
が
あ
ら
は
れ
た
り
、

　
「
醉
茗
が
詩
、
疎
淡
に
し
て
新
警
、
夜
雨
が
詩
、
幽
婉
に
し
て
古
怪
、
多
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少
の
膏
味
と
、
一
た
び
こ
れ
を
試
む
る
や
、
快
感
忘
じ
難
き
も
の
あ
り
と

　
雖
も
、
其
の
色
澤
に
於
て
、
其
の
香
氣
に
於
て
、
一
杯
食
指
の
動
く
を
禁

　
ず
る
能
は
ざ
る
の
媚
態
を
云
ふ
に
當
つ
て
は
、
此
の
稱
こ
れ
を
伊
良
子
氏

　
に
讓
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
（
瀧
澤
秋
曉
）
」

　
か
や
う
な
批
評
が
あ
ら
は
れ
た
り
し
て
、
詩
集
「
孔
雀
船
」
は
初
め
て
世

に
示
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
事
實
は
、
嘗
て
日
夏
耿
之
介
氏
が
指
摘
せ
ら

れ
た
や
う
に
「
た
ゞ
文
庫
と
い
ふ
小
天
地
に
あ
つ
て
は
『
白
眉
』
で
あ
り
、

『
錚
々
た
る
も
の
』
で
あ
る
事
は
『
帝
國
文
學
』
も
『
早
稻
田
文
學
』
も
と

も
に
認
め
て
は
ゐ
る
が
、
全
詩
壇
に
於
て
如
何
の
詩
價
が
あ
る
か
と
い
ふ
事

を
考
へ
た
も
の
は
多
く
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
」

　
時
代
は
三
十
年
代
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
凋
落
の
過
程
を
辿
つ
て
、
そ
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れ
に
代
る
自
然
主
義
の
波
が
滔
々
と
押
し
よ
せ
て
來
、
或
ひ
は
來
ら
ん
と
し

て
ゐ
る
時
で
あ
つ
た
。

　
「
定
型
詩
や
象
徴
詩
を
破
壞
す
る
聲
の
は
げ
し
い
時
代
で
し
た
。
口
語
詩

　
も
起
り
か
け
て
ゐ
ま
し
た
。
四
十
年
五
月
、
醉
茗
君
が
『
文
庫
』
の
記
者

　
を
辭
し
、
獨
立
し
て
起
こ
し
た
詩
草
社
に
對
立
し
て
早
稻
田
詩
社
が
起
こ

　
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一
派
は
詩
草
社
と
の
感
情
衝
突
か
ら
、
『
孔
雀
船
』

　
に
對
し
て
隨
分
ひ
ど
い
惡
聲
惡
罵
を
浴
び
せ
ま
し
た
。
當
時
の
萬
朝
報
で
、

　
私
を
中
心
に
し
て
數
日
間
、
匿
名
の
論
戰
が
交
は
さ
れ
、
つ
ひ
に
萬
朝
の

　
記
者
か
ら
、
打
切
り
の
宣
言
が
出
て
事
ず
み
と
な
つ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
は
前
の
年
、
『
孔
雀
船
』
の
出
る
直
前
に
東
京
を
去
つ
て
、

　
島
根
縣
濱
田
町
の
病
院
に
赴
任
し
、
當
時
は
す
で
に
純
然
た
る
醫
者
に
な
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つ
て
ゐ
ま
し
た
。
」
（
昭
和
四
年
三
月
、
筆
者
へ
の
書
翰
の
一
節
）

　
か
く
の
ご
と
く
正
當
な
評
價
を
與
へ
ら
れ
な
か
つ
た
詩
集
「
孔
雀
船
」
が
、

ほ
ん
の
一
部
の
具
眼
者
に
で
は
あ
つ
た
が
、
日
と
共
に
そ
の
價
値
を
認
め
ら

れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
十
年
二
十
年
の
月
日
を
經
て
、
稀
覯
本
中
の
稀

覯
本
と
な
つ
た
頃
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
○

「
孔
雀
船
」
の
聲
價
は
高
ま
り
、
つ
ひ
に
昭
和
四
年
四
月
、
梓
書
房
に
よ
つ

て
そ
の
再
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
夏
耿
之
介
氏
の
解
説
に
、
中
山
省

三
郎
の
文
獻
誌
的
覺
書
を
添
へ
、
外
裝
を
凝
ら
し
た
だ
け
で
あ
つ
て
、
本
文
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は
原
書
の
ま
ま
殆
ん
ど
改
訂
を
加
へ
ら
れ
な
か
つ
た
（
こ
の
文
庫
本
に
於
て

も
、
同
樣
の
方
針
に
據
つ
て
、
嚴
密
な
る
校
訂
を
經
る
譯
で
あ
る
）
。

　
再
版
の
解
説
の
中
で
、
日
夏
耿
之
介
氏
は
「
詩
史
は
次
第
に
移
り
、
詩
家

は
時
と
と
も
に
變
つ
た
が
、
『
孔
雀
船
』
に
盛
ら
れ
た
詩
情
の
正
し
き
後
繼

者
は
つ
ひ
に
出
な
か
つ
た
。
こ
の
詩
風
た
る
や
、
人
間
す
べ
て
の
想
像
生
活

の
展
開
に
於
て
見
ら
れ
る
普
遍
性
あ
る
必
至
の
も
の
で
、
こ
の
詩
情
に
對
す

る
憧
憬
と
要
求
と
は
、
如
何
に
世
界
と
時
代
と
が
變
化
し
て
も
永
代
不
易
で

あ
る
」
と
、
周
到
な
評
價
を
與
へ
ら
れ
た
。

　
ま
こ
と
に
、
か
や
う
な
リ
リ
シ
ズ
ム
の
美
と
純
粹
と
、
た
ぐ
ひ
稀
れ
な
る

フ
ォ
ル
ム
の
美
と
力
と
が
、
初
版
以
來
三
十
有
二
年
の
月
日
を
經
て
、
い
よ

い
よ
深
く
、
い
よ
い
よ
新
鮮
な
魅
力
を
感
ぜ
し
む
る
の
で
あ
る
。
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昭
和
十
三
年
早
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
省
三
郎
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
詩
集
　
孔
雀
船
」
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店

　
　
　1938
（
昭
和13

）
年4

月5

日
発
行

※
底
本
に
お
け
る
表
題
「
解
説
」
に
、
底
本
名
を
補
い
、
作
品
名
を
「
「
孔

雀
船
」
解
説
」
と
し
ま
し
た
。

入
力
：
蒋
龍

校
正
：
荒
木
恵
一

2014

年3

月7

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
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w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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